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で生れた子獣を生後21 日から， Sucrose 64% , Casein 10% , Milk 10% , Palmitic acid 10% , McCollum's 
salt 5% , Vitamin 0.5% , Choline hydrochloride 0.5% の cariogenic diet で飼育した口生後50 日にして
これらの中から発育程度や性別を考慮し，概ね健康と，思われる64匹を選び，これら子獣の両側下顎第
1 ，および第 2 臼闘の裂溝に，それぞれ象牙質に達する寓洞を形成した。乙の際ラットの臼歯は非常
に小さく，しかもその裂溝はかなり深いので，エナメノレ質を削除して象牙質に達する宵洞を形成する
ことは非常に困難で，長期にわたる修練，従来の歯科用 stce1 bur を実体顕微鏡下で改造し特殊な
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stee1 bur を作製するなどの工夫をこらして，嵩洞を形成した。ついでそれらの嵩洞にふつ化第一錫溶
液をくり返し塗布して 4分間作用させた。乙〉に用いたふつ化第一錫溶液は，蒸溜水 100 m1 にふつ
化第一錫 8g を，ポリエチレンの容器中で溶かした調製直後の新鮮なものを 8%溶液として用い，対
照群には，蒸溜水を上記同様塗布した。
このように処置した実験動物を，高洞を露出させたま). !乙，それぞれ30 日， 50 日， 70 日間上記
















踊蝕剤であるふつ化物で処理することによって，病的象牙質 (diseased dentin) を修復すると共に，充
填歯に再燃する二次踊蝕の発生を防止することができまいかという考えの下に，種々の基礎的研究が
なされている。しかしながら寓洞をふつ化物で処理することによって歯質に抗踊蝕性を付与し得るか
否かは，踊蝕の本態が解明されていない今日，生物学的見地から研究を進めて始めて解決する問題で
ある。本研究はこのような立場から，数多い予備実験を繰り返し，実験方法ならびに研究手技などを
創意工夫した後，本実験を進めたのである。その結果，寓洞のふつ化物処理が二次踊蝕の発生頻度を
高度に抑制し，また踊蝕の進行拡大をも阻止し得ることを明らかにすることができたのである。
以上本研究によって得られた結果，ならびにその新しい実験方法と研究子技は，歯学乙とに歯科臨
床におけるこの方面の今後の研究に寄与するところ大であり，両川君の論文は商学博士の学位を受け
るのに充分な価値があるものと認める。
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